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	 次　号　予　告	 Vol.38, No.5

	特集	 自然消褪する皮膚病人生において人にはそれぞれの節目がある．岐
路に立ち選択すべき時に，いろいろと悩み思考を
繰り返し出した決断が，本当に正しかったのかを
後になって思い返すことがある．私自身この3月
で大学を退職する日が訪れるが，自らの医師とし
ての現在までの歩みを静かに振り返っている．楽
しかったこと以外に，あの時もう少しこうしてお
けば，また違った流れになっていたのではないだ
ろうか．無理してもチャレンジしていたら，また
違う生き方になったのだろうか．もう戻ることは
絶対にないのに，ふとそんな思いにかられる．こ
れから始まる第二の人生に何をすべきなのか，何
が出来るのか不安と期待が交錯する．
日常診療でも難しい症例やみたこともない特異

な臨床像を目の前にしたときに，頭の中でいろい
ろな鑑別疾患が脳裏を巡る．そして考えられる疾
患を確定するために，必要な検査や適切な治療法
を行なっている．一人で診療すると，陥りやすい
のは思い込みである．大学や病院勤務では診療の
合間やカンファレンスなどで意見を聞く機会があ
るが，個人では聞くすべは少ない．そこで臨床写
真を撮っておくことをお勧めしたい．経過を見る
上で大いに参考になるし，治療効果をみる上でも
役立つ．残念ながら保険点数には入っていないが，
皮膚科医にとって臨床写真は重要なカルテの一部
である．疑問を持っていると，参考書，文献検索
中や学会発表時に同様な臨床像をみて，これも鑑
別すべき疾患だと気付く．また他の先生にみせて
意見を聞くこともできる．地域の研究会や勉強会
では，日頃悩んでいる症例や意見を聞きたい症例
を，堅苦しい学会形式ではなく持ち寄って話し合
う機会があればよいと思う．すでに実践されてい
る地域があれば，『皮膚病診療』の声の欄に寄稿し
ていただきたい．新しい知識の導入に加えて，日
常診療のスキルアップも忘れてはならない．

 （H.M.）
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